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オウ トウのポックス栽培における用土の種類と量が樹体・果実品質に及ぼす影響
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仕立て法は主幹形栽培とし,施肥は5月 ,7月 , 9月 に
: は じ め に

合計 1樹当たリチッソ235g,リ ンサン300g,カ リ180

ォウトウのボックス栽培は,施設栽培を前提とした低樹  gを施 し,かん水は自動点滴かん水により1日 平均 22,

高化により,作業の省力化,施設の効率的利用,施設費軽  開花期には,前年度に採取 した `ナ ポレオン'の貯蔵花粉

減等を目的として取り組まれるようになった。       を使用して人工授粉を行った。

しかし,安定 した収量を確保するうえで,経済栽培を可   13)調査方法

樹高・ 幹周は植付時から1993年 12月 までの増加量を,樹
能にする場合の用土の種類と量が明確ではない。そこで

,

ボックス栽培における用土が,樹体の生育や果実品質に及  幅は樹間・列間方向の平均を,平均新梢伸長量は総新梢伸

長量を新梢本数で割ったものを,側枝数は主幹から発出し
ばす影響について検討したので報告する。

た本数を調査 した。また,花芽数は1993年 12月 に,せん定
2試 験 方 法

量は夏期,冬期に調査した。

(D 供試品種

品種はアオバザクラを台木とした `佐藤錦'を供試 し
,

用土種類試験を 2年生苗木を1991年 12月 に植え付けたもの

を,用上試験は 1年生苗木を1991年 3月 に植え付けたもの

を供試した。

9)試験区

用土種類試験 用土量試験

⑤ 402(収穫用コンテナ)

⑥ 60′ (60″ 用ポット)

収量調査は, 1樹当たりの平均収量を,個数, 1果重 ,

糖度 (RM示度)についても1樹当たりの調査を行った。

3 試験結果及び考察

0)用土種類試験

幹周肥大量,平均新梢長, 1樹平均花芽数に有意差が認

められ,それ以外は有意な差が認められなかった (表 1,

2)。

191 12 16                  1992 12 01                    lV'0 1ι  O′

調 査 月 日

― 子床   スーパー子床  畑上十堆肥 ‐―ソイルミックス十山上

図 1 用土種類試験における幹周肥大

① ソイルミックス+山土

(容積比 1:1)
② 子床

(ク レハ野菜仮植え用上)

③ スーパー子床

(ク レハ野菜仮植え用土)

④ 対照(畑土+堆肥)

(容積比 1:1)

⑦ 80′ (80′ 用ポット)  幹

③ 対照(地植え)     周

各試験区 4処理 5反復で行い,種類試験の用土量は各区

602,用土量試験では埴壌土 (容積比70%)の畑土+堆肥

(30%)を用い,地植えは190ピ 当たり05ば の堆肥をいれ

た埴壌土に植栽 した。また,ボ ックスの配置距離は樹幅12

m× 列幅20mと し,対照区は樹幅501n× 列幅20mで植栽

した。

表 1 樹体の生育状況
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表2 樹体の生育及び花芽数 表3 収量及び果実品質

区験試
(コ ) (g) 示 度

②子   床
③スーパー子床
④畑土+堆肥

２３

３‐
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6496

①ソイルミックス+山土 6 1    176

62     187

63     183
64    174

②子   床
③スーパー子床
OllB土 +堆肥

試  験  区

ソイルミックス+

平 均 個 数 1果重 平均RM
腱 最(8)

F値
LSD

1 72   726・・

202 1

注 F値 *は5%,**は1%で有意。

幹周ではソイルミックス+山土区の肥大量が大きく,子
床区,ス ーパー子床区はそれに次ぎ,畑土区は肥大量が最
も小さかった。平均新梢長と畑土区の伸長量が大きく,次
いでスーパー子床区,ソ イル ミックス+山土区の順になっ
た。また,1樹平均花芽数においては,平均新梢長 とは反
対に子床区,ソ イルミックス+山土区の花芽数が多く,スー
パー子床区,畑土区は少なかった。

有意な差が認められなかった樹高,樹幅については,ス ー
パー子床区の増加量が大きく,畑土区が小さい傾向であっ

た。また,収量調査においては1993年が初収穫であり,試

表4 樹体の生育状況

試 験 区

LSD
注 F値 *は5%,**は 1%で有意。

験区内での処理間のバラツキが大きく,有意な差が認めら
れなかった。

収量及び果実品質調査は,本年度初収穫で単年度成績で
はあるが, 1樹当たりの平均収量は畑土+堆肥区が,平均
糖度は子床区,ス ーパー子床区が高い傾向を示した (表 3)。

12)用土量試験

樹高の増加量,樹幅,平均新梢長,幹周の肥大量, 1樹
平均総花芽数,せん定量について各処理間に有意な差が認
められ,側枝本数については差が認められなかった (表 4,

5,図 2)。
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表5 樹体の生育及び花芽数

試験区 ム撃壬皇 型壼_π■1生藝馨旱≦|≧可_
総花芽数 本数  H46  H53  H56

040′

62      203      141        54       90      120

58     219     161       51      95      122

94   342     538     0
124   230     770     0
120   258    101 0     0
14 6     0     1056     0

樹体の生育についてみると,40′ 区と60′ 区,60′ と80

″区との処理間差は認められないが,402区 と802区では

有意な差がみられた。

1樹平均花芽数では60″ 区及びЮ ′区の花芽数が多く,

40″ 区並びに対照区の花芽数は少なかった。

また,40′ 区と80′ 区の処理間の樹体生育比較では,樹
高,幹周,せん定量などから判断し,80′ 区の生育が40′

区より旺盛であった。

差が認められなかった側枝本数については,せん定によ

る人為的な要因に大きく左右されるものと考えられた。

4 ま と め

用土種類試験での樹体生育は,畑土区以外の処理区の生

育が良く,それらはほぼ同等の生育量を示 した。また,収
量についての差は認められず,平均花芽数はソイルミック
ス+山土区と子床区の花芽数が多く,その他の区は少なかっ

た。

用土量試験での樹体生育は,対照の地植え区,あ るいは

用上量の多い区ほど生育が旺盛であった。また,平均総花

芽数においては60′ 区並びに80′ 区で多く,40′ 区及び地
1∞31210 植え区で少なかった。

今後の課題としては,用土量試験区における収量調査及

び各試験区の土壌化学性の変化,施肥量,並びにボックス

栽培における結実確保について継続検討が必要と考える。
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図2 用土試験における幹周肥大
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